

















　一方、2020 年 4 月には、COVID-19（新型コロナウィルス感染症）の拡大に
よって、多くの高等教育機関がオンラインでの授業実践を余儀なくされた。
大学でのオンライン教育実践については国内外からさまざまな課題のあるこ
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ン語で「一つ」を表す unum と「方向」を表す verto とが結びついてできた言葉
であり、「一つの目的に向かう共同体」を原義としていたという 9。そこから、







































































































































通じて 2、3 年生を中心とした 10 名前後の受講者で構成されていた。
Ⅳ．結果
（1）対象者の基本属性
　回答者の学年の割合は学部 1 年生が 156 名（73.2%）と大部分を占め、次い
で 2 年生 50 名（23.5%）、3 年生 7 名（3.3%）となった（表 2）。本調査では 4 年
生からの回答は得られなかった。学科の分布については、英語英文学科が
90 名（42.3%）、国際関係学科が 80 名（37.6%）、情報科学科が 14 名（6.6%）、
数学科が 29 名（13.6%）となった。
　通学にかかる時間については、最短の者は 0 分、最長の者が 3 時間だった


















































で 149 名（71%）となり、7 割以上の学生が大学生活にある程度満足していた。
　以上から、「よい学び」と位置付けることのできるような経験は、対象者










n % n %
発言機会 違う考えに気づいた
あった 189 88.7 はい 202 96.2
なかった 24 11.3 いいえ 4 1.9
ペアワーク 新たな疑問を抱いた
あった 187 88.6 はい 188 89.5
なかった 24 11.4 いいえ 19 9.0
フィードバック 学んだことを思い出す
あった 182 87.1 はい 191 91.0
なかった 27 12.9 いいえ 16 7.6
毎回出席したいと感じた授業 問題意識を実感する
まったくない 6 2.8 はい 112 53.3
どちらかというとない 15 7.0 いいえ 90 42.9
わからない 10 4.7 問題意識を言語化する
どちらかというとある 56 26.3 はい 106 50.5
ある 126 59.2 いいえ 97 46.2
回想してよかったと思える授業 大学生活を満喫している
まったくない 4 1.9 そう思わない 5 2.4
どちらかというとない 15 7.0 あまり思わない 19 9.0
わからない 39 18.3 どちらでもない 34 16.2
どちらかというとある 67 31.5 まあ思う 89 42.4
ある 83 39.0 そう思う 60 28.6
67学生の視点から考える「よい学び」とは何か ―津田塾大学における教育の実践から―
より長く大学での学びを過ごす在学生とが、異なる傾向を見せる可能性があ








名で分析対象者の 72.6% だった。（表 3）
　学年別に比較したところ、学年による受講態度の差はほとんど見られな




n % n % n % p-value
予習
する 88 48.6 62 47.3 26 52.0 0.574
しない 93 51.4 69 52.7 24 48.0
復習
する 94 52.2 70 53.9 24 49.0 0.594
しない 86 47.8 61 46.6 25 51.0
参考文献参照
する 56 31.1 35 26.9 21 42.0 0.05 *
しない 124 68.9 95 73.1 29 58.0
授業到達目標
知っている 117 66.1 86 67.2 31 63.3 0.622
知らない 60 33.9 42 32.8 18 36.7
緊張感をもって受講
している 133 73.9 95 73.1 38 76.0 0.689
していない 47 26.1 35 26.9 12 24.0
他の受講者の集中度
感じない 59 32.8 37 28.5 22 44.0 0.047 *
感じる 121 67.2 93 71.5 28 56.0
授業の工夫がある
感じない 56 31.1 44 33.8 12 24.0 0.201
感じる 124 68.9 86 66.2 38 76.0
分かりやすい例示がある
そう思わない 13 7.3 9 6.9 4 8.2 0.776
そう思う 166 92.7 121 93.1 45 91.8
努力が報われる
そう思わない 71 39.4 55 42.3 16 32.0 0.205
そう思う 109 60.6 75 57.7 34 68.0
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